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報告する内容

• 提出した論文の要旨（高１：大段 利々子）

• 生徒インタビュー（動画）

• 論文指導で工夫した点

• 受賞が決まって

• 表彰式を終えて

• 今後の指導に向けて
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【要旨】 大段 利々子（広島大学附属高等学校１年）

○研究のテーマ 「本当に日本の医療は危機的状況にあるのか？」

○研究の目的

医師数の地域偏在、地域間格差、財政状況、高齢化・人口減少の現状について、データ
解析から探る。

○分析の方法と手順

SSDSCから都道府県別人口、医師数、病院数、地方経済関連のデータを抽出して解析。

○データセットの加工

単位人口あたりの医師数、病院数を求めて表やグラフを作成（地域別格差を調べるため
の箱ひげ図など）。また相関係数を計算して 項目間の関連を分析。

○分析結果と結論

・単位人口あたりの医師数は、東日本で都道府県別格差が大きく、西日本では異なる。

・単位人口あたりの医師数は、都道府県内の地域格差は大きく、中でも四国地方はその傾

向が顕著にみられる。

・高齢化・人口減少と単位人口あたりの医師数の間に低い正の相関があった。

→高齢化・人口減少と医療過疎の因果関係を調べ、改善策を考えることが急務である。
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論文指導で工夫した点

• いろんなデータの中からどの項目に注目するか
は生徒が決める。

→主体的な学びへの誘い。問題設定の練習・経験

• 最初から分析の視点等を与えない。

→データを眺めて、どんな分析をするか考えさせる

• 生徒が作成した論文をもとに粘り強く議論する。

→エビデンスが示されているか

→図表の示し方は適切か

→分析やその結果から、結局何がいえるのか
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受賞が決まって
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広島大学のページ（https://www.hiroshima-
u.ac.jp/news/48013）
広島大学附属中・高等学校のページ
（https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_midori/
news/48020）

2018年10月22日

中国新聞 2018年11月9日



表彰式を終えて

• 他の受賞者の作品から刺激を受ける。

→テーマ設定、分析の方法・結果、表現の工夫

→学びの拡大

• 審査委員長のコメントから論文の評価を知る。

→何が足りなかったのか、どうすればよかったのか

• 達成感もあるが、次の具体的な目標の設定に
つながる。

• 『統計』（統計センター）に掲載が決まり、再び
校正作業を行う。

→考えたことを、読み手に伝えるために表現の再考
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『統計』（統計センター）2019年1月号
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今後の指導に向けて

• 個人研究・グループ研究の指導

→論文にするには時間がかかる

→課題研究として扱うことは可能か

• 分析に必要な技能習得プログラム

→学校設定科目「ＡＳ統計科学」、「ＧＳ社会と統計」

→指導の時期を考慮したカリキュラム構築

• 高大連携の強化

→大学の先生からアドバイスをいただく

• 学習・活動の記録

→進路学習・生涯学習にもつなげる 8


